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対策や基礎的医療サービスの拡充、母子保健の改善などが思い浮かぶのではないでしょうか。このような保健サービスが実際に必要な人々の手に届くために欠かせ要素と て、資金（ファイナンス） 問題があります。診療・治療を行う医師等 医療従事者の報酬、医療設備や医薬品、そして保健・医療施設の整備、これらに必要な資金をどのように賄うかというのは途上国にとっ 非常に頭の痛い問題です。保健のためにどの程度 資金を確保でき、そ 限られた資金をどう利用するのか、という資金の規模と利用方法は、誰がどのような保健サービスを受けられるかを左右し、ひいては人々 健康状態、また貧困層と富裕層の健康格差に影響 与えると考えられます。●保健フ ァイナンス ・ システム は
　人々が必要な保健サービスを受けるため
には、医薬品などの物資を含め 保健サービスの供給体制を整備しなくてはなりません。そのような体制を資金面から支えるのが保健ファイナンス・システムです。保健
ファイナンス ・ システムの目的は、 保健サービスがそれを必要とする全て 人々の手に届くように、必要な資金を確保、管理し、また、そのサービス提供に関わる人々・組織が適切にサービスを供給するような経済的誘因を設定することにあるとされます。
　しかし、途上国にとって、このような保







理することがもう一つ 役割です。ここで、保健・健康に関する不確実性が問題になります。通常、人々はいつ、ど よう 疾病を患うかを予め知ることはできません。健康であること、または健康を失うことは確実ではなく、そのた 疾病に伴う支出は不確実な経済的リスクと考えられます。資金を蓄積し管理するという役割には、このような疾病に伴う経済的リスクのコントロールが求められます。つ り、資金をプールし、疾病に伴う経済的リスクを多く 人々で分け合うことによって各人の負うリスクを軽減することが、保健ファイナン ・システムのもう一つの重要な役割といえます。
　そして三つ目は、実際に必要な人々の手
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の自己負担によって賄わ ています。こ場合、疾病に伴う経済的リスクは各人が負わなければなりません。さらに、保健サービスに適切な価格が設定され いない場合、個人が負う経済的リスクは り一層予測不能なものとなります。疾病に伴う個人の経済的リスクを軽減し、適切なサービスの供給を動機付けるファイナンス・システムの構築は、人々の保健サービスへのア セス改善に欠かせない課題
　途上国の保健改善に向けた支援では、保
健向け援助資金の拡大に加えて、 に機能する保健ファイナンス ・ システムの設計 ・構築というソフト面で 支援も重要な課題となるでしょう。
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